
資料４

ＰＩ について（パブリック・インボルブメント）

今回のＰＩは、本委員会で議論した釧根地域の現状及び課題、目指すべき将来

像などについて、地域住民の皆様へ情報提供及び意見収集を行い、今後の地域計

画に対する住民ニーズ、意向等の把握を目的として行う。

【今回のＰＩの方法】

本委員会の目的、議論経緯、論点を、釧路開発建設部のホームページ及び新聞

等で示し、これらに対する意見などをメール・葉書等で求める。他の行政機関の

ホームページとのリンクについても検討する。

また、各市町村や関係機関等から同様に意見を聴取するとともに、アンケート

用紙を添付した委員会の概要資料を各市町村へ配布・展示・回収し、地域住民の

皆様の意向を把握する。

■情報の提供

①本委員会の目的及び第１回、第２回の議論の概要及び論点整理

②「釧路・根室地域の現状と目指すべき将来像」

③地域の現状及び社会資本のサービス等の状況

■アンケート調査

①地域の現状と課題

地域の現状、課題等について、意見を収集する。

②目標とする将来像

地域づくりの目標、具体的な方策、その際の論点について、意見を収集する。

③その他

、 「 」本委員会全般に対する意見のほか 上記の項目にとらわれずに ここが課題だ

「こうあるべき 「こうすべき」といった項目について、意見を収集する。」

※ＰＩ(パブリック・インボルブメント)とは、政策形成の段階で人々の意見を吸い

上げようとするために、人々に意思表明の場を提供する試みのこと。


